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一般的にソーシャルレンディング（融資（貸付）型クラウドファンディング）とは、

インターネットを用いてファンドの募集を行い、投資者からの出資をファンド業者

を通じて企業等に貸付ける仕組みをいいます。
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匿名組合契約 金銭消費貸借契約

 金融商品取引法では、投資者にファンドの募集を行う者に対し、第二種金融
商品取引業の登録を義務付けています。

 無登録業者は詐欺的な勧誘である恐れが高いため、一切関わらないで下さい。

ファンド業者からの情報提供の内容が理解できない場合、
申込みは行わないようにしてください。

ファンド業者の信用力を慎重に見極め、取引内容を十分
に理解した上で、投資を行うことが重要です。

登録業者であっても、金融庁や財務局が、その業者の信用力等を保証するものではありません。

情報提供の例は裏面参照
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〔ファンド業者が匿名組合営業者である場合〕
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※１ 貸付先が法人である場合、貸付先の商号・名称、所在地などの情報は特段の理由がない限り提供されます。

※２ 貸付先の財務状況又は財務情報、担保情報（担保の有無、担保の種類や評価額、評価方法等）、貸付先

の債務超過や返済猶予等の状況など。

※３ 金銭消費貸借契約において期限の利益が喪失した場合の具体的な回収プロセスなど。

※４ ファンド業者が取扱う他のファンドにおける分配・償還に影響を与える返済遅延やデフォルトの発生など。

《金融サービスに関するご相談はこちら》
金融サービス利用者相談室０５７０－０１６８１１（IP電話からは03-5251-6811）
※金融庁では、金融行政・金融サービスに関する一般的なご質問・ご相談・ご意見を金融サービス利用者相談室で受け付けています。投資者と

ファンド業者との間の個別トラブルについて、あっせん・仲介・調停を行うことはできませんので、あらかじめご了承ください。

利回りだけを強調し、リスクなどの情報をわかりやすく
提供していないファンド業者との取引は注意が必要です。

高い利回りなど限られた情報のみで投資の判断を行わず、
ファンド業者が提供する様々な情報を確認してください。

ソーシャルレンディングにおける

情報提供の例

このほか、契約・リスク・手数料に関する情報や出資金の分別管理の状況など、

投資者の投資判断に必要と考えられる重要な情報が提供されます。

貸付先の属性（業種・事業内容、利害関係の状況等）（※１）

貸付条件（貸付額や金利、貸付予定日、貸付期間等）

貸付先の資金使途

回収可能性に影響を与える情報（※２）

審査態勢（審査体制、審査手続き等）

貸付債権の管理・回収方針・態勢（※３）

借換えに関する情報

返済遅延等に関する情報（※４） など

┗企業等（資金の借り手）

高い利回りである場合、商品によっては、貸付先の返済
遅延やデフォルトなどのリスクが高いことを十分に認識
することが大切です。


